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龍谷大学図書館あんない龍谷大学図書館あんない
―新入生のために――新入生のために―

龍谷大学図書館長  平田  厚志
　新入生の皆さん、龍谷大学への御入学おめでとう。心より
歓迎します。新入生の皆さんが本学への入学を果されたから
には、思う存分勉学にも励んでください。そのためには本学
の図書館を、日常的に活用されることを切に望みます。
　龍谷大学の図書館は、建学の精神に基づいて、教育・研究
を支援することを目的とした、学術情報の中心機関として、
また幅広い総合的な教養を身につける場として、位置づけら
れています。それでは、本学 3キャンパスにある各図書館の
歴史と蔵書内容、機能的特性等について、手短に紹介するこ
とにしましょう。
　そもそも、龍谷大学は、1639（寛永 16）年の学寮創建には
じまり、創立年から数えて今年は 371年目にあたります。図
書館の創生もほぼ同時期と考えられており、図書館の原初的
形態である図書収集、経蔵の建築、図書館事務担当者の選任
等が漸次整い始めるのは、1650年代（初期学寮時代）に入っ
た頃からで、1783（天明 3）年には、多数の学林蔵書を整理
して『龍谷学黌大蔵目録』も完成しています。さらに、1890

年代（大学林時代）後半に入ると、世界最大の公開仏教図書
館を目指して大学あげてのキャンペーンが展開され、西本願
寺歴代宗主の文庫である「写字台文庫」約 3万冊の本学への
寄贈が実現し、これにより質・量ともにすぐれた蔵書を有す
るに至りました。そしてついに、1908（明治 41）年には、西
本願寺の信徒の寄進によって初めて独立の図書館が建設され
たのです。その後、蔵書の増加により、1936（昭和 11）年に
旧大宮図書館が竣工し、ここに近代図書館が誕生しました。
その間、1948（昭和 23）年には西本願寺宗主から大谷探検隊
収集による「中央アジア西域文化資料」の寄贈をうけ、世界
に誇る一大コレクションを所蔵する図書館になりました。
　現在の大宮図書館は 2006（平成 18）年にリニューアルオ
ープンしたものです。旧館が竣工してからすでに 60数年を
経過し、老朽化対策が追いつかなくなってきたこともあって、
リニューアルすることになりました。改修にあたっては、建
物の外観は竣工時の勇姿を維持しつつも、まずなによりも建
物の耐震性・防火性を強固にし、書庫や学習スペースの拡張、
照明やバリアフリーにも配慮するなど、利用環境を快適に近
いものに改善しました。このように、既存の建物を最大限に
利用しつつも、大胆に改修したことによって、貴重な史資料
や和装本を多数所蔵する本学大宮図書館は一挙にグレードア
ップし、日本有数の大学図書館として高い評価を得、日本建
築学会からもベストリフォーム部門賞・一般建築部門優秀賞

を頂いたほどです。
　深草図書館の設立経緯については、1961（昭和 36）年、経
済学部の開設に併せて旧 1号館に開設され、閲覧業務を開始
しました。しかし、機能面でも広さの面でも不十分で、やが
て経営学部、法学部が増設されると、学生数も大幅に増加し、
図書館でも書庫及び閲覧席の不足をきたしはじめました。そ
れなりの対応策はとりましたが、図書収容のスペースが確保
できず、収容できない図書はそこかしこの床に山積みの状態
でした。1968（昭和 43）年になって、ようやく新深草図書館
の建設に向けて動き始め、1973（昭和 48）年 11月に無事竣
工しました。ところが、折しも第 2次ベビーブームの影響も
あって、学生数が激増し、施設の増築を考えざるを得ない状
況になりました。こうして、1991（平成 3）年、研究室棟と
ともに現在の深草図書館の新館が着工となり、1993（平成 5）
年 4月に開館しました。コンピューターシステムが導入され、
目録の入力化が始まり、資料検索の手段が、カード目録から
コンピューター検索端末に切り替わったのはこの年からです。
　深草図書館の蔵書数は現在 838,038冊で（平成 21年 3月
31日現在）、大宮図書館の蔵書数をすでに 17,000冊も超え
ており、社会科学系の蔵書を中心に一大図書館に成長しまし
た。とりわけ、「長尾文庫」は、社史、団体史、産業史にお
ける日本最大の総合コレクションで、質、量ともに全国屈指
のものとして、近代日本経営史を跡付ける上で、その資料的
価値は高く評価されています。
　瀬田図書館は、滋賀県大津市の「びわこ文化公園都市」内
の瀬田に理工学部及び社会学部の設置が決定されたことに伴
い、1989（平成元）年、瀬田キャンパスが開設されるととも
にオープンしました。瀬田図書館の特徴は、何と言ってもシス
テムのコンピューター化にあります。オープン当初から検索手
段はコンピューター検索端末であり、資料も全て開架に配架さ
れていましたから、大宮・深草図書館よりも一歩先を行く最先
端の図書館としてスタートしました。2008（平成 20）年には
瀬田図書館に最新設備の自動化書庫が設置されました。
　字数がつきてしまいました。図書館の使い方については、
本誌「来・ぶらり」本号の記事と本誌（NO. 38）に掲載の石
田義憲氏（図書館事務部）の懇切・丁寧な手引きをご参照く
ださい。
　新入生の皆さん、全てに充実した本学図書館で、これから
の諸君の人生の指針となる、一冊の本と運命的な出会いをし
てください。
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　楽天イーグルス前監督の野村克也氏は現役時
代、戦後初の三冠王に輝き、「世界のホームラン
王（王貞治）」や「ミスタープロ野球（長嶋茂雄）」
に比肩する実績を誇る。指揮官になってからも、
「中継ぎ」「抑え」といった投手の分業体制を考案
し、南海（現ソフトバンク）やヤクルトを優勝に
導いた。経験や勘にとらわれない「ID野球」は、
球界の内外で高い評価を得ている。

　本書は、その知将が、選手の管理術、操縦術、そして掌握術を
明らかにしたものである。もっとも、「意識改革で組織は変わる」
「指揮官の最初の仕事は戦略分析」などの主張は、様々なジャンル
で応用できる深長な内容となっている。
　野村氏は、京都府の旧峰山町（現京丹後市）に生まれ、テスト
生として南海に入団した。それから約半世紀。京丹後市の名誉市
民に選ばれた野村氏は、「身に余る光栄、今日までこられたのは丹
後のエネルギーのおかげ」と涙を見せた。人生に希望が持てる本
でもある。

　2008年 5月、ソウルの中心部は「ろうそく」
を持った市民で埋め尽くされ、政府や保守的なマ
スコミへの大抗議行動が全国的に展開された。
　韓国は「近くて遠い国」と言われる。しかし、
市民目線では「近くて近い国」だと思う。少子高
齢化、大学授業料高額化、青年の就職難、非正規
雇用増大、社会的格差拡大など、両国の社会状況
は酷似している。お互いに協力し合って、国際的

視点から問題解決の課題を考える必要がある。
　ところが、最近の両国の政治・社会状況は複雑な様相・展開を
示している。韓国は民主化運動の流れを汲む金大中、盧武鉉の「民
主派」大統領から、2007年末の選挙で、その対極に立ち日本をモ
デルに「土建立国」を目指す李明博大統領に変わった。逆に日本
は昨年、米国式市場原理主義から「人間と友愛」を重視する政権
へ歴史的転換を果たした。似ているが入れ違う両国。
　本書は両国が直面する難題解決の方向を探る上で有益な視点を
示している。

『野村ノート 』
野村克也著　小学館  2005年

『 ろうそくデモを越えて
―韓国社会はどこに行くのか』（希望叢書）

川瀬俊治 ;文京洙編　東方出版  2009年

経済学部准教授

辻田  素子

　この本は、表向きには秋山好古と真之、正岡子
規という３人の歴史上の人物の伝記と説明されて
いるが、本当の主人公は、著者が書いているよう
に、明治維新後の日本という国そのものである。
日本が、なぜ、それまでにはなかった「国家」と
いう概念を掲げて日清戦争、日露戦争を戦わなけ
ればならなかったのか、また、どのように戦った
かを描いている。でも、私がこの本をみなさんに

勧めたいのは、「組織が愚かさにいかに翻弄されてしまうものであ
るか」という経営的に重要なことを教えてくれる本だからだ。
　人びとは、組織は健全、賢明に機能するものだと思いこみがち
だ。ところが、実際には、そのものの愚かさ、あるいはそのなか
に在る人間の愚かさに翻弄されてしまうものである。この本は、
それを、軍隊を例にとって巧みに著している。それにしても、こ
の本を読んでみると「そういうことって、あるある」とうなずき
たくなるところが多く、興味深い半面、「どうして、こうなってし
まうかな」と、とっても悲しい複雑な心境にされてしまう。

『坂の上の雲（全８巻）』（文春文庫）
司馬遼太郎著　文芸春秋  2004年

経営学部教授
加藤  正浩

法学部教授

脇田  滋

　ここでいう「文化」とは、特別ななにかを指す
ものではなく、「私たちが日々暮らしている生活
のあり方そのもの」を指している。普段の「生活
様式」そのものだから、ことさらに意識化される
こともない。ところが、その「当たり前」になっ
ている「生活様式」そのものに「疑いの眼差し」
を向けてみようというのである。広告のなかの身
体、整形という人工的な身体、博覧会あるいは異

民族、女子マネージャー、男同士の絆等々、身近で具体的なテー
マを論じた８章に、「キーワード解説」「文献解題」が付く。「当た
り前」を「疑うこと」、それこそが大学で学ぶべき〈知〉であろ
う。「キーワード解説」は新入生にはチト難しいかもわからないが、
〈知〉のトレーニングに欠かせない概念である。また、「文献解題」
は、有益な読書案内にもなっている。この著を第一歩に、『文化の
社会学』（佐藤健二・吉見俊哉編、有斐閣）、『メディア文化を社会
学する』（高井昌吏・谷本菜穂編、世界思想社）へと進んでくれば、
もう、一人前の大学生である。

『 メディア文化を読み解く技法
―カルチュラル・スタディーズ・ジャパン』

阿部潔 ;難波功士編　世界思想社  2004年

文学部教授
越前谷  宏

No Image
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　大学に入ったら世界を広げたい。一つの方法は、
意外かも知れぬが、歴史を知ることである。「現代」
を生み出すに至った無数のドラマのきらめきに触
れること。優れた歴史小説が道を拓く。大黒屋光
太夫は、江戸時代の伊勢の海商である。運命の針
が振れなかったら、歴史の表舞台に上ることもな
かっただろう。だが嵐で船が北へ流され、難破し
て仲間とともに流れ着いたシベリアで、ロシア人

に拾われ、女帝エカテリーナ 2世率いる帝政ロシアの首都ペテル
ブルクまで、実に往復 2万キロの旅をすることになる。何という
壮大、かつ数奇な運命か。仲間を次々に失いながらも、苛烈な現
実に耐え抜く強靭な精神と知恵。その圧倒的な人生を追体験する
こと。それが歴史である。名匠井上靖の筆が後押しする。そして
想像を絶する十年の後、帰国した光太夫を待っていたのは、鎖国
政策をとる幕府による罪人扱いであった。その胸中にはるかに思
いをめぐらせること。それが歴史である。
＊他にも新潮社、講談社、文芸春秋から刊行あり。

『おろしや国酔夢譚』
（井上靖歴史小説集・第 6巻）

井上靖著　岩波書店＊  1981年

理工学部教授

大槻  志郎

　今の日本は「格差社会」だと言われている。本
当にそうなのか。日本社会の「格差」をどのよう
に「測る」のか、実際に測ってみて、近年それが
増大しているという結果が出ているんだろうか。
学生諸君に大学で学んでほしいことは、どのよう
な学問を専攻するにせよ、学問には研究の方法が
あるということ、そして、その方法がどういうも
ので、その方法に従って研究をするにはどのよう

にしたらいいのか、ということである。「格差社会」をめぐって、
上記のような疑問を抱いたことがないという人は特に、この点に留
意してほしい。私の専門の社会学における研究方法である「社会調
査」は、行政、社会運動団体、マスコミによっても行われ、マスコ
ミで発表されている。しかし、本書によれば「その大半はゴミ」だ（私
もまったく同感）。「ゴミ」というのは、社会調査の方法に従ってい
ないので、その結果が信用できないということ。本書は、新聞に報
道された社会調査を挙げ、どこがどう間違ったやり方をしているの
かを明らかにしており、いわば失敗から学ぶ社会調査入門である。

『 「社会調査」のウソ
―リサーチ・リテラシーのすすめ』（文春新書）

谷岡一郎著  文芸春秋  2000年

社会学部教授
黒田 浩一郎

　日本では、高度経済成長期には一度社会から忘
れ去られた貧困問題が、近年再度重要課題として
浮上した。また世界においては、未だにおおよそ
14億人もの人々がわれわれの想像を絶するよう
な貧困にあえいでいる。このような貧困の諸問題
についてのわれわれの理解は近年大変向上してき
た。その立役者の 1人がアマルティア ・センであ
る。センは、貧困や饑餓といった課題や、経済学

や倫理学といった幅広い分野に多くの足跡を残してきた。その功
績もあり、1998年にアジア人として最初のノーベル経済学賞を受
賞した。本書は四つの講演論文を日本の一般読者向けにオリジナ
ル編集したもので、人間中心の経済政策を提唱している。「剥奪状
態」「潜在能力」「人間の安全保障」といったキーワードは、現在
の不況から脱却することに汲々としている今日の社会にとって、
新たな説得性をもっているのではなかろうか。全ての学部の新入
生に是非薦めたい 1冊である。

『 貧困の克服
―アジア発展の鍵は何か』（集英社新書）

アマルティア ・セン著　集英社  2002年

国際文化学部教授

斎藤  文彦

No Image

＜お詫び＞
書籍の画像について許諾をいただ
けたもののみ掲載しました。

　「なんだ、子どもなんて興味ないし…」と思っ
た人、ちょっと待って下さい。あなたも私も子
どもだったわけですし、１回限りの子ども時代
を過ごした経験者であると考えれば、子どもは
人類に普遍的かつ万人共通のテーマの 1つと言
えるのですから。
　倉橋惣三（くらはしそうぞう、1882―1955）
は、わが国の子どもと保育研究の先駆者です。

明治・大正・昭和の時代に子どもの生活そのものに魅せられ、引
きつけられた彼の生涯と仕事をコンパクトにまとめているのが本
書です。彼が心理学の勉学の傍ら、お茶の水幼稚園や二葉幼稚園、
滝乃川学園に通いつめ、様々な境遇の子ども達とたっぷり遊んで
いた事実、つまり、子どもと直接交わり、生活を共にする関わり
合いの中から子どもの本質や保育の真髄をつかんでいった彼の感
性や学問の姿勢に多くを学べます（１年間の育児休暇を取得した
ボクにとって、子どもに生きた倉橋惣三は希望の星そのもので
す！）。

『 子どもに生きた人・倉橋惣三の
生涯と仕事（上）（下）』（倉橋惣三文庫）

森上史朗著　フレーベル館  2008年

短期大学部准教授

中根  真
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開館時間

FUKAKUSA
平  日（月～金）　９：００～２１：４５
土曜日　　　　　９：００～１７：００
日曜日　　　　１０：００～１７：００

OMIYA
平  日（月～金）　９：００～２１：４５
土曜日　　　　　９：００～１７：００
日曜日 休　  館

SETA
平  日（月～金）　９：００～２１：００
土曜日　　　　　９：００～１７：００
日曜日 休　  館

利用案内
入館方法
・入館ゲートに学生証を通し、ゲートが開くのを待って入館してください。

退館方法
・館外貸出がある場合、貸出手続を済ませていることを確認の上、退館ゲ
ートから出てください。手続を済ませずに退館するとブザーが鳴ります。
また、退館ゲートは磁気機器等に反応することがあります。ブザーが鳴っ
た場合は、確認いたしますので、ご協力ください。

館外貸出
・貸出を希望する図書と学生証を持って、各図書館のカウンターで手続を
してください。なお、図書館の資料には館外貸出できない資料があります。

貸出冊数・期間（対象者一部抜粋）

返却
・貸出中の図書を持って各図書館カウンターにお越しください。

返却に関する罰則
・返却期限を過ぎて返却された場合は、返却日から遅れた日数分だけ貸出
停止（最長 30日）とします。

弁償
・図書を紛失、破損した場合は、速やかにカウンターに連絡してください。
『図書館利用規程』第 21条に基づいて弁償となります。

学部生
短期大学部生
短期大学部専攻科生
科目等履修生

大学院生
（研究生・特別専攻生を含む）

6 冊 以 内
2週間以内

30 冊以内
1カ月以内

※ 授業期間外（試験期間、夏期・冬期、春期
休暇期間）は開館時間が変更になります。
※ 開館時間の変更及び臨時休館等は、図書館
ホームページ（http://rwave.lib.ryukoku.

ac.jp/hp/）、掲示板でお知らせします。

休館日
　日曜日（各館にて異なりますので、図書館ホ
ームページ、開館日程表で確認してください。）
　祝日・創立記念日（5月 21日）
　夏期休業、冬期休業日の一定期間
　その他大学の定める日

図書館を利用しよう
図書館オリジナル
キャラクター
「りゅうのすけ」

深草図書館 大宮図書館 瀬田図書館


